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○
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
（
抄
）

（
測
量
の
基
準
）

第
十
一
条

基
本
測
量
及
び
公
共
測
量
は
、
次
に
掲
げ
る
測
量
の
基
準
に
従
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

位
置
は
、
地
理
学
的
経
緯
度
及
び
平
均
海
面
か
ら
の
高
さ
で
表
示
す
る
。
た
だ
し
、
場
合
に
よ
り
、
直
角
座
標
及
び
平
均
海
面
か
ら
の
高
さ
、
極
座
標
及
び
平

均
海
面
か
ら
の
高
さ
又
は
地
心
直
交
座
標
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

距
離
及
び
面
積
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
回
転
楕
円
体
の
表
面
上
の
値
で
表
示
す
る
。

三

測
量
の
原
点
は
、
日
本
経
緯
度
原
点
及
び
日
本
水
準
原
点
と
す
る
。
た
だ
し
、
離
島
の
測
量
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
国
土
地
理
院
の
長

の
承
認
を
得
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四

前
号
の
日
本
経
緯
度
原
点
及
び
日
本
水
準
原
点
の
地
点
及
び
原
点
数
値
は
、
政
令
で
定
め
る
。

２

前
項
第
一
号
の
地
理
学
的
経
緯
度
は
、
世
界
測
地
系
に
従
つ
て
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
「
世
界
測
地
系
」
と
は
、
地
球
を
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
扁
平
な
回
転
楕
円
体
で
あ
る
と
想
定
し
て
行
う
地
理
学
的
経
緯
度
の
測
定
に
関
す
る
測
量

の
基
準
を
い
う
。

一

そ
の
長
半
径
及
び
扁
平
率
が
、
地
理
学
的
経
緯
度
の
測
定
に
関
す
る
国
際
的
な
決
定
に
基
づ
き
政
令
で
定
め
る
値
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

そ
の
中
心
が
、
地
球
の
重
心
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

そ
の
短
軸
が
、
地
球
の
自
転
軸
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
損
失
補
償
）

第
二
十
条

第
十
六
条
、
第
十
七
条
又
は
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
植
物
、
か
き
若
し
く
は
さ
く
等
の
伐
除
又
は
土
地
、
樹
木
若
し
く
は
工
作
物
の
一
時
使
用
に
よ
り

、
損
失
を
生
じ
た
と
き
は
、
政
府
は
、
そ
の
所
有
者
に
対
し
て
、
相
当
の
価
額
に
よ
り
、
そ
の
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
そ
の
補
償
金
額
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
そ
の
金
額
の
通
知

を
受
け
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
土
地
収
用
法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
収
用
委
員
会
の
裁
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
測
量
成
果
の
公
開
）

第
二
十
八
条

基
本
測
量
の
測
量
成
果
又
は
基
本
測
量
の
測
量
記
録
を
閲
覧
し
、
又
は
そ
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
の
交
付
を
求
め
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令

の
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
求
め
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
本
測
量
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
三
十
九
条

第
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
公
共
測
量
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
四
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
及
び

第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
中
「
国
土
地
理
院
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
測
量
計
画
機
関
の
長
」
と
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
中
「
政
府
」
と
あ
る
の
は
「

測
量
計
画
機
関
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
測
量
成
果
の
保
管
及
び
閲
覧
）

第
四
十
二
条

第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
四
十
条
第
一
項
の
測
量
成
果
の
写
及
び
同
条
第
二
項
の
測
量
記
録
の
写
に
準
用
す
る
。

２

第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
測
量
成
果
の
写
及
び
測
量
記
録
の
写
の
閲
覧
及
び
そ
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
に
準
用
す
る
。

３

測
量
計
画
機
関
は
当
該
機
関
の
作
成
に
係
る
測
量
成
果
及
び
測
量
記
録
の
保
管
を
国
土
地
理
院
の
長
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
届
出
）

第
四
十
五
条

第
六
条
の
基
本
測
量
及
び
公
共
測
量
以
外
の
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
届
出
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
国
土
地
理
院
の
長
に
対
し
て
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
権
限
を
行
使
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
目
的
で
な
さ

れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
届
出
に
係
る
測
量
の
実
施
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

（
測
量
士
と
な
る
資
格
）

第
五
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
測
量
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
。

一

大
学
（
短
期
大
学
を
除
き
、
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
よ
る
大
学
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
（

以
下
こ
の
号
、
次
条
、
第
五
十
一
条
の
五
及
び
第
五
十
一
条
の
六
に
お
い
て
単
に
「
大
学
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当
該
大
学

を
卒
業
し
た
者
で
、
測
量
に
関
し
一
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の

二

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
（
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を

受
け
た
も
の
（
以
下
こ
の
号
、
次
条
、
第
五
十
一
条
の
五
及
び
第
五
十
一
条
の
六
に
お
い
て
「
短
期
大
学
等
」
と
総
称
す
る
。
）
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科

目
を
修
め
、
当
該
短
期
大
学
等
を
卒
業
し
た
者
で
、
測
量
に
関
し
三
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の

三

測
量
に
関
す
る
専
門
の
養
成
施
設
で
あ
つ
て
第
五
十
一
条
の
二
か
ら
第
五
十
一
条
の
四
ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
も
の
に
お
い
て

一
年
以
上
測
量
士
補
と
な
る
の
に
必
要
な
専
門
の
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
者
で
、
測
量
に
関
し
二
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の

四

測
量
士
補
で
、
測
量
に
関
す
る
専
門
の
養
成
施
設
で
あ
つ
て
第
五
十
一
条
の
二
か
ら
第
五
十
一
条
の
四
ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た

も
の
に
お
い
て
高
度
の
専
門
の
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
者

五

国
土
地
理
院
の
長
が
行
う
測
量
士
試
験
に
合
格
し
た
者

（
測
量
士
補
と
な
る
資
格
）

第
五
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
測
量
士
補
と
な
る
資
格
を
有
す
る
。

一

大
学
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当
該
大
学
を
卒
業
し
た
者

二

短
期
大
学
等
に
お
い
て
、
測
量
に
関
す
る
科
目
を
修
め
、
当
該
短
期
大
学
等
を
卒
業
し
た
者

三

前
条
第
三
号
の
登
録
を
受
け
た
測
量
に
関
す
る
専
門
の
養
成
施
設
に
お
い
て
一
年
以
上
測
量
士
補
と
な
る
の
に
必
要
な
専
門
の
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
者

四

国
土
地
理
院
の
長
が
行
う
測
量
士
補
試
験
に
合
格
し
た
者

（
一
括
下
請
負
の
禁
止
）

第
五
十
六
条
の
二

測
量
業
者
は
、
い
か
な
る
方
法
を
も
つ
て
す
る
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
請
け
負
つ
た
測
量
を
一
括
し
て
他
人
に
請
け
負
わ
せ
、
又
は
他
の
測
量
業
者
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か
ら
当
該
他
の
測
量
業
者
の
請
け
負
つ
た
測
量
を
一
括
し
て
請
け
負
つ
て
は
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
元
請
負
人
が
あ
ら
か
じ
め
注
文
者
の
書
面
に
よ
る
承
諾
を
得
た
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

３

注
文
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
に
よ
る
承
諾
に
代
え
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
元
請
負
人
の
承
諾
を
得
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を

使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
、
同
項
の
承
諾
を
す
る
旨
の
通
知
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
注
文
者
は
、
当
該
書
面
に
よ
る
承
諾
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
下
請
負
人
の
変
更
請
求
）

第
五
十
六
条
の
四

注
文
者
は
、
測
量
業
者
に
対
し
て
、
測
量
の
実
施
に
つ
き
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
下
請
負
人
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
注
文
者
の
書
面
に
よ
る
承
諾
を
得
て
選
定
し
た
下
請
負
人
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

注
文
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
書
面
に
よ
る
承
諾
に
代
え
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
下
請
負
人
を
選
定

す
る
者
の
承
諾
を
得
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り

、
同
項
た
だ
し
書
の
承
諾
を
す
る
旨
の
通
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
注
文
者
は
、
当
該
書
面
に
よ
る
承
諾
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
参
考
人
の
費
用
）

第
五
十
八
条

第
五
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
求
め
ら
れ
て
出
頭
し
た
参
考
人
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
旅
費
及
び
手
当
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

別
表
第
一(

第
五
十
一
条
の
四
関
係)

項

測

量

に

関

す

る

科

目

一

一

測
量
に
関
す
る
法
規

二

測
量
に
関
す
る
数
学

三

測
量
に
関
す
る
情
報
処
理

四

測
量
学
概
論

五

三
角
測
量

六

多
角
測
量

七

汎
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
測
量

八

水
準
測
量

九

地
形
測
量

十

写
真
測
量

十
一

地
図
編
集

十
二

応
用
測
量

十
三

そ
の
他
の
測
量
関
連
科
目
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二

一

測
量
に
関
す
る
法
規
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
国
際
条
約

二

測
量
に
関
す
る
基
礎
理
学

三

測
量
に
関
す
る
基
礎
工
学

四

測
地
測
量

五

地
形
測
量

六

写
真
測
量

七

地
図
編
集

八

応
用
測
量

九

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

十

測
量
に
関
す
る
課
題
研
究

十
一

測
量
に
関
す
る
表
現
技
術

十
二

測
量
実
務

○
測
量
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
五
号
）
（
抄
）

第
二
十
条
第
一
項
中
「
、
第
十
七
条
又
は
第
十
八
条
」
を
「
か
ら
第
十
八
条
ま
で
」
に
、
「
か
き
」
を
「
垣
」
に
、
「
生
じ
た
と
き
」
を
「
受
け
た
者
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
」
に
、
「
所
有
者
に
対
し
て
、
相
当
の
価
額
に
よ
り
、
そ
の
」
を
「
損
失
を
受
け
た
者
に
対
し
て
、
通
常
生
ず
べ
き
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
つ
い
て

」
を
削
り
、
「
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
手
続
」
を
「
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
又
は
基
本
測
量
の
測
量
記
録
を
閲
覧
し
、
又
は
そ
の
謄
本
若
し
く
は
」
を
「
及
び
測
量
記
録
の
謄
本
又
は
」
に
、
「
求
め
よ
う
」
を
「
受

け
よ
う
」
に
、
「
の
定
め
る
手
続
」
を
「
で
定
め
る
と
こ
ろ
」
に
、
「
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
」
を
「
国
土
地
理
院
の
長
に
申
請
を
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
、
謄
本
」
を
「
謄
本
」
に
、
「
を
求
め
よ
う
と
」
を
「
の
申
請
を
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
中
「
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
」
に
、
「
あ
る
の
は
「
測
量
計
画
機
関
の

長
」
と
、
」
を
「
あ
り
、
並
び
に
」
に
、
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
「
第
二
十
一
条
第
三
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
国
土
地
理
院
の
長
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
永
久
標
識
又
は
一
時
標
識
を
設
置
し
た
測
量
計
画
機
関
」
と
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
六
条
中
「
国
土
地
理
院
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
公
共
測
量
に
お
い
て

測
量
標
を
設
置
し
た
測
量
計
画
機
関
」
と
、
第
二
十
二
条
中
「
得
な
い
で
、
」
と
あ
る
の
は
「
得
な
い
で
、
当
該
」
と
、
第
二
十
四
条
第
三
項
中
「
国
土
地
理
院
の
長

」
と
あ
る
の
は
「
公
共
測
量
に
お
い
て
永
久
標
識
又
は
一
時
標
識
を
設
置
し
た
測
量
計
画
機
関
」
と
、
第
二
十
五
条
中
「
国
土
地
理
院
の
長
は
、
」
と
あ
る
の
は
「
公

共
測
量
に
お
い
て
仮
設
標
識
を
設
置
し
た
測
量
計
画
機
関
は
、
当
該
」
と
、
第
二
十
六
条
中
「
基
本
測
量
以
外
の
測
量
」
と
あ
る
の
は
「
測
量
」
と
、
「
得
て
、
」
と

あ
る
の
は
「
得
て
、
当
該
」
と
」
に
改
め
る
。
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第
四
十
二
条
の
見
出
し
中
「
測
量
成
果
」
の
下
に
「
の
写
し
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
」
を
「
国
土
地
理
院
の
長
」
に
、
「
写
及

び
」
を
「
写
し
及
び
」
に
、
「
写
に
準
用
す
る
」
を
「
写
し
を
保
管
し
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
一
般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
測
量
成
果
の
写
し
及
び
測
量
記
録
の
写
し
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

国
土
地
理
院
の
長
に
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
四
十
二
条
第
三
項
中
「
当
該
機
関
」
を
「
、
当
該
測
量
計
画
機
関
」
に
改
め
、
「
保
管
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
測
量
成
果
に
係
る
次
条
又
は
第
四
十
四
条
第
一

項
の
承
認
の
申
請
の
受
理
に
関
す
る
事
務
」
を
加
え
る
。

第
四
十
五
条
を
第
四
十
六
条
と
し
、
第
三
章
第
二
節
中
第
四
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

国
土
地
理
院
が
実
施
す
る
公
共
測
量
の
測
量
成
果)

第
四
十
五
条

第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
国
土
地
理
院
が
実
施
す
る
公
共
測
量
の
測
量
成
果
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
及
び
第
二
十
八
条
の
規
定
は
国
土
地
理
院

が
実
施
す
る
公
共
測
量
の
測
量
成
果
及
び
測
量
記
録
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
国

土
地
理
院
の
長
」
と
、
「
官
報
で
公
告
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

２

第
四
十
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
国
土
地
理
院
が
実
施
す
る
公
共
測
量
の
測
量
成
果
及
び
測
量
記
録
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
十
六
条
の
二
第
三
項
中
「
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
」
を
「
電
磁
的
方
法
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
三
中
「
以
下
」
を
「
第
五
十
七
条
第
二
項
第
四
号
及
び
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
四
第
二
項
中
「
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
」
を
「
電
磁
的
方
法
」
に
改
め
る
。

○
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
六
月
九
日
法
律
第
二
百
十
九
号
）
（
抄
）

（
前
三
条
に
よ
る
損
失
の
補
償
の
裁
決
手
続
）

第
九
十
四
条

前
三
条
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
は
、
起
業
者
と
損
失
を
受
け
た
者
（
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
を
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
者
を
含
む
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
が
協
議
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
起
業
者
又
は
損
失
を
受
け
た
者
は
、
収
用
委
員
会
の
裁
決
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
様
式
に
従
い
、
左
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
裁
決
申
請
書
を
収
用
委
員
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



- 6 -

一

裁
決
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

三

事
業
の
種
類

四

損
失
の
事
実

五

損
失
の
補
償
の
見
積
及
び
そ
の
内
訳

六

協
議
の
経
過

４

第
十
九
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
申
請
書
の
欠
陥
の
補
正
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
四
条

第
三
項
」
と
、
「
事
業
認
定
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
申
請
書
」
と
、
「
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
収
用
委
員
会
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

５

収
用
委
員
会
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
裁
決
申
請
書
を
却
下

す
る
場
合
を
除
く
の
外
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
申
請
者
及
び
裁
決
申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
相
手
方
に
あ
ら
か
じ
め
審
理
の
期
日
及
び
場
所
を
通
知
し
た

上
で
、
審
理
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
五
十
条
及
び
第
五
章
第
二
節
（
第
六
十
三
条
第
一
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
収
用
委
員
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
審
理
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
条
、
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十
三
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
六
十
四
条
第
二
項
及
び
第
六
十
六
条
第
三
項
中
「
起
業
者
、
土

地
所
有
者
及
び
関
係
人
」
と
あ
り
、
及
び
第
五
十
条
第
二
項
中
「
収
用
し
、
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
起
業
者
と
土
地
所
有
者
及

び
関
係
人
の
全
員
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
申
請
者
及
び
そ
の
相
手
方
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
各
号
又
は
前
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
す
べ
て
の
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
損
失
の
補
償
及
び
補
償
を
す
べ
き
時
期
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
権
利
取
得
裁
決
又
は
明
渡
裁
決
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十

四
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
」
と
、
第
六
十
三
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
裁

決
申
請
書
の
添
付
書
類
に
よ
り
、
若
し
く
は
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
に
よ
り
申
し
立
て
た
事
項
又
は
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
九
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
申
請
書
に
よ
り
申
し
立
て
た
事
項
又
は
第
二
項
」
と
、
第
六
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
起
業
者
、
土
地
所
有
者
若
し

く
は
関
係
人
」
と
あ
る
の
は
「
裁
決
申
請
者
若
し
く
は
そ
の
相
手
方
」
と
、
第
六
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
中
「
土
地
所
有
者
又
は
関
係
人
」
と

あ
る
の
は
「
裁
決
申
請
者
又
は
そ
の
相
手
方
（
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
起
業
者
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

収
用
委
員
会
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
の
申
請
が
こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
と
き
は
、
裁
決
を
も
つ
て
申
請
を
却
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

収
用
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
申
請
を
却
下
す
る
場
合
を
除
く
の
外
、
損
失
の
補
償
及
び
補
償
を
す
べ
き
時
期
に
つ
い
て
裁
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
収
用
委
員
会
は
、
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
裁
決
申
請
書
及
び
そ
の
相
手
方
が
裁
決
申
請
書
又
は
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十

三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
若
し
く
は
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
い
て
提
出
す
る
意
見
書
に
よ
つ
て
申
し
立
て

た
範
囲
を
こ
え
て
裁
決
し
て
は
な
ら
な
い
。

９

前
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
第
百
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
裁
決
書
の
正
本
の
送
達
を
受
け
た
日
か
ら
六
十
日
以

内
に
、
損
失
が
あ
つ
た
土
地
の
所
在
地
の
裁
判
所
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
訴
え
の
提
起
が
な
か
つ
た
と
き
は
、
第
八
項
の
規
定
に
よ
つ
て
さ
れ
た
裁
決
は
、
強
制
執
行
に
関
し
て
は
、
民
事
執
行
法
（
昭
和
五
十
四
年

10
法
律
第
四
号
）
第
二
十
二
条
第
五
号
に
掲
げ
る
債
務
名
義
と
み
な
す
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
債
務
名
義
に
つ
い
て
の
執
行
文
の
付
与
は
、
収
用
委
員
会
の
会
長
が
行
う
。
民
事
執
行
法
第
二
十
九
条
後
段
の
執
行
文
及
び
文
書
の
謄
本
の

11
送
達
も
、
同
様
と
す
る
。
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前
項
の
規
定
に
よ
る
執
行
文
付
与
に
関
す
る
異
議
に
つ
い
て
の
裁
判
は
、
収
用
委
員
会
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
す
る
。

12○
測
量
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
二
十
二
号
）
（
抄
）

目
次第

一
章

総
則(
第
一
条
―
第
二
条
の
二)

第
二
章

基
本
測
量
及
び
公
共
測
量(

第
三
条
―
第
九
条)

第
三
章

測
量
士
及
び
測
量
士
補
の
登
録(

第
十
条
―
第
十
六
条)

第
四
章

試
験(

第
十
七
条
―
第
二
十
五
条)

第
五
章

測
量
業
者(

第
二
十
六
条
―
第
二
十
九
条)

附
則

(

日
本
経
緯
度
原
点
及
び
日
本
水
準
原
点)

第
二
条

法
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
日
本
経
緯
度
原
点
の
地
点
及
び
原
点
数
値
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

地
点

東
京
都
港
区
麻
布
台
二
丁
目
十
八
番
一
地
内
日
本
経
緯
度
原
点
金
属
標
の
十
字
の
交
点

二

原
点
数
値

次
に
掲
げ
る
値

イ

経
度

東
経
百
三
十
九
度
四
十
四
分
二
十
八
秒
八
七
五
九

ロ

緯
度

北
緯
三
十
五
度
三
十
九
分
二
十
九
秒
一
五
七
二

ハ

原
点
方
位
角

三
十
二
度
二
十
分
四
十
四
秒
七
五
六(
前
号
の
地
点
に
お
い
て
真
北
を
基
準
と
し
て
右
回
り
に
測
定
し
た
茨
城
県
つ
く
ば
市
北
郷
一
番
地
内
つ

く
ば
超
長
基
線
電
波
干
渉
計
観
測
点
金
属
標
の
十
字
の
交
点
の
方
位
角)

２

法
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
日
本
水
準
原
点
の
地
点
及
び
原
点
数
値
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

地
点

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
丁
目
一
番
地
内
水
準
点
標
石
の
水
晶
板
の
零
分
画
線
の
中
点

二

原
点
数
値

東
京
湾
平
均
海
面
上
二
十
四
・
四
一
四
〇
メ
ー
ト
ル

(

長
半
径
及
び
扁
平
率)

第
二
条
の
二

法
第
十
一
条
第
三
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
値
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

長
半
径

六
百
三
十
七
万
八
千
百
三
十
七
メ
ー
ト
ル

二

扁
平
率

二
百
九
十
八
・
二
五
七
二
二
二
一
〇
一
分
の
一

第
二
章

基
本
測
量
及
び
公
共
測
量

(

損
失
補
償
に
関
す
る
申
請
書)
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第
三
条

補
償
金
額
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
が
法
第
二
十
条
第
二
項(

法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
つ
て
収
用
委
員
会
の
裁
決

を
求
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号)

第
九
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
申
請
書
に
は
、
同
項
各
号

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
左
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

損
失
を
受
け
た
植
物
、
か
き
、
さ
く
、
土
地
、
樹
木
、
工
作
物
等(

以
下
「
工
作
物
等
」
と
い
う
。)

の
所
有
者
の
住
所
及
び
氏
名

二

工
作
物
等
の
表
示
及
び
所
在

三

損
失
の
内
容
及
び
程
度
並
び
に
損
失
が
発
生
し
た
時
期

四

通
知
を
受
け
た
補
償
金
額
及
び
そ
の
通
知
を
受
領
し
た
日

五

不
服
の
理
由
並
び
に
補
償
さ
れ
る
べ
き
金
額
の
見
積
及
び
そ
の
算
出
の
基
礎

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
外
、
工
作
物
等
の
所
有
者
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で

削
除

(

測
量
成
果
等
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
手
数
料)

第
九
条

法
第
二
十
八
条(

法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
り
測
量
成
果
又
は
測
量
記
録
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
求
め

よ
う
と
す
る
者
が
納
め
る
べ
き
手
数
料
の
額
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
章

試
験

(

測
量
士
試
験)

第
十
七
条

法
第
五
十
条
第
五
号
に
規
定
す
る
測
量
士
試
験
は
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
資
格
を
有
す
る
者
と
同
一
の
程
度
の
専
門
的
学
識
及
び
応
用
能
力

を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
実
施
す
る
。

一

三
角
測
量(

網
又
は
鎖
の
平
均
計
算
を
伴
う
程
度
の
測
量
と
す
る
。)

二

多
角
測
量(

三
角
点
間
を
連
絡
す
る
程
度
の
測
量
と
す
る
。)
及
び
水
準
測
量

三

地
形
測
量(

ト
ラ
ン
シ
ツ
ト
を
用
い
る
図
根
測
量
並
び
に
平
板
、
コ
ン
パ
ス
等
を
用
い
る
平
面
測
量
及
び
高
低
測
量
と
し
、
ス
タ
ジ
ア
法
に
よ
る
も
の
を
含
む
も

の
と
す
る
。)

四

写
真
測
量(

図
解
法
及
び
機
械
法
に
よ
る
測
量
と
し
、
測
量
用
写
真
の
撮
影
を
含
む
も
の
と
す
る
。)

五

地
図
編
集(

地
図
の
投
影
を
含
む
も
の
と
す
る
。)

六

応
用
測
量

(

測
量
士
補
試
験)

第
十
八
条

法
第
五
十
一
条
第
四
号
に
規
定
す
る
測
量
士
補
試
験
は
、
測
量
士
補
と
な
る
の
に
必
要
な
専
門
的
技
術
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
実
施
す
る
。

一

三
角
測
量
作
業(

三
十
秒
読
み
程
度
の
ト
ラ
ン
シ
ツ
ト
を
用
い
る
観
測
及
び
こ
れ
に
伴
う
計
算
の
作
業
と
す
る
。)

二

多
角
測
量
作
業(

一
分
読
み
程
度
の
ト
ラ
ン
シ
ツ
ト
を
用
い
る
観
測
及
び
こ
れ
に
伴
う
計
算
の
作
業
と
す
る
。)

及
び
水
準
測
量
作
業(

感
度
四
十
秒
程
度
の
水
準
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儀
を
用
い
る
観
測
及
び
こ
れ
に
伴
う
計
算
の
作
業
と
す
る
。)

三

地
形
測
量
作
業(

平
板
、
コ
ン
パ
ス
、
ト
ラ
ン
シ
ツ
ト
等
を
用
い
る
図
根
測
量
作
業
及
び
地
形
地
物
の
測
定
作
業
と
す
る
。)

四

写
真
測
量
作
業(

図
解
法
及
び
機
械
法
に
よ
る
作
業
と
す
る
。)

五

地
図
編
集(

地
図
の
投
影
を
含
む
作
業
と
す
る
。)

六

応
用
測
量
作
業

第
十
九
条

削
除

第
五
章

測
量
業
者

(

一
括
下
請
負
の
承
諾
に
係
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法)

第
二
十
八
条
の
二

注
文
者
は
、
法
第
五
十
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二
項
の
承
諾
を
す
る
旨
の
通
知(

次
項
に
お
い
て
「
承
諾
通
知
」
と
い
う
。)

を

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
元
請
負
人
に
対
し
、
そ
の
用
い
る
同
条
第
三
項
前
段
に
規
定
す
る
方
法(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う
。)

の
種
類
及
び
内
容
を
示
し
、
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

(

下
請
負
人
の
選
定
の
承
諾
に
係
る
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法)

第
二
十
八
条
の
三

注
文
者
は
、
法
第
五
十
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
承
諾
を
す
る
旨
の
通
知(

次
項
に
お
い
て
「
承
諾
通
知
」
と
い

う
。)

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
下
請
負
人
を
選
定
す
る
者(

次
項
に

お
い
て
「
下
請
負
人
選
定
者
」
と
い
う
。)

に
対
し
、
そ
の
用
い
る
同
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
方
法(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う
。)

の
種

類
及
び
内
容
を
示
し
、
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ
る
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

(

参
考
人
に
支
給
す
る
費
用)

第
二
十
九
条

法
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
参
考
人
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
旅
費
は
、
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
、
車
賃
及
び
宿
泊
料
と
し
、
そ
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号)

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

法
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
参
考
人
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
当
は
、
一
日
に
つ
き
千
百
円
と
す
る
。




